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《寄　稿》

日本核医学会・アジア核医学会・世界核医学会
　　　　　　　　　　　の創立と歴史

日本核医学会名誉会員上田英雄＊

1．日本核医学会の設立

　日本核医学会は，放射性同位元素協会の核医学

部会が主催した核医学研究会を母体として発足し

た．

　核医学研究会は，第1回昭和36年11月23日，第

2回昭和37年11月25日，第3回昭和38年11月22－

23日の順で開かれた．第1回核医学研究会の施行

要旨は次のとおりであった（Table　1）．

Table　1　第1回核医学研究会

会　　　場：東京大学医学部本館・総合中央館

日　　　時：昭和36年11月23目（木）8：30－17：00

主　　　催：日本放射性同位元素協会の核医学部会

運営委員長：上　田　英　雄

会と会員の連絡や研究論文の発表に不可欠である．

学会機関誌「核医学」の刊行と育成に寄与された

会員の功をたたえたい．「核医学」誌は初期には

季刊であったものが，現在は月刊となり，そのほ

かに学会号やWork　in　Progress号を出している．

近来，日本語が東南アジア地区で理解されるよう

になり，原著も総会号も読まれている．その点か

らも学会誌「核医学」の役割は大きい．歴代の編

集委員長であった田中茂・秋貞雅祥・橋本省三・

菱田豊彦諸会員に深謝するしだいである．

　「核医学」誌は会員数3，500名に対応し毎月

Table　2歴代会長

　核医学の重要性と発展性が医学者・物理学者・

化学者らにより認識され，核医学の研究が盛んに

なり，1964年（昭和38年）に核医学研究会は日本

核医学会に発展することとなった．したがって，

第4回以降は，日本核医学会となり，Table　2の

ように会長が選出され，核医学会が運営されるこ

ととなった．学会の事務所は日本アイソトープ協

会内に置かれている．

　日本核医学会の日本医学会分科会に加入の件は，

8年間にわたる2回の申請をしても不認可であっ

たが，昭和51年（1976年）に3回目の申請により

加入が承認された．これは飯尾正宏理事の努力に

負うところが大きい．

　核医学雑誌の刊行と発展には感謝しなければな

らない．「核医学」誌は学会活動の中枢であり，学

＊元東京大学医学部内科学教授

　日本心臓財団副会長・榊原記念病院顧問
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4，000部を刊行し，国内のみならず韓国・台湾・中

国・フィリピンなどの諸国に送付している．

IL　アジア・大洋州核医学会の設立

　核医学に関する世界の情勢をみると，北米には，

（1）北米・カナダで構成されるSociety　of　Nuclear

Medicine，（2）中南米の核医学会を構成学会とする

ALASBIMN，（3）欧州の2つと連合核医学会など

がある．世界的国際核医学会を設立するためにも，

また距離的に近いアジア核医学会が連合核医学会

を設立しないのは不合理的と考えられた．

　Pisa宣言（1967年）直後の1969年に東京において，

世界放射線医学会が開催され，核医学を研究して

いる学者がアジア・大洋州地域から集まってきた．

この時に，オーストラリア・韓国・台湾・ニュー

ジーランド・マレーシア・タイ・フィリピン・香

港・日本の9か国の核医学者が会合し，アジア・

大洋州の連合核医学の設立を討議し，全部の代表

の賛成を得た．役員としては，会長上田英雄，事

務総長飯尾正宏が決定された．

　1974年の東京大会の時には，インド・パキスタ

ン・イスラエルの3国が新加入し，総計12か国と

なっている．

　各国の会員数としては，Hong　Kong　50，インド

300，イスラエル60，韓国150，マレーシア12，フ

ィリヒ゜ン35，パキスタン14，台湾20，日本1，800

の数があげられた．

　第1回のアジア・大洋州核医学会は，1976年

にSydneyにおいて，　Dr．　Hales，1．　B．会長により

開催された（Photo　1）．

　第2回のアジア・大洋州核医学会は，1980年に

フィリヒ゜ンのProf．　V川adolid，　L会長により

Manila市において開かれた（Photo　2）．第3回は

1984年にSeoul市にて，　Prof．　Lee，　M．により盛大

に実施された．Dr．　Wagner，　H．　N．やノーベル賞

学者Dr．　Yalow，　R．S．も出席し，大きな規模で行

われ，あたかも世界核医学会のごとき観を呈した

（Photo　3，　Photo　4）．

　第4回のアジア・大洋州核医学会はきたる1988

年に台湾の台北市において，Prof．　Yeh，　P・Shin
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　Photo　1第1回アジア・大洋州核医学会（Sydney）．
正面，右よりDr．　lio，　Dr．　Hales，　Dr．　Murray，　Dr．　Ueda
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　　　Photo　2　第2回アジア・大洋州核医学会（Manila）．

右より2人目Dr．　Hales，3人目Dr．　Murray，6人目Dr．　Villadolid
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Photo　3　第3回アジア・大洋州核医字会（Seoul）．
　　　　会長　Prof．　Lee，　M．（左方）
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　　Photo　4　第3回アジア・大洋州核医学会．

右より2人目Nobe1賞のYalow女史，右端Lee会長

Huaにより開催される予定である．アジア・大

洋州核医学会はCharterにより4年ごとに開かれ

ることになっている．核医学の発展のために，ア

ジア・大洋州核医学会のますます発展することを

祈りまた信じている．

III．世界核医学会の創立と第1回総会日本開催

　第1回の世界核医学会が1974年に日本で開催さ

れる運びとなったのは，誠に不思議な機縁による

ものであった．

　世界核医学会設立の構想は，1967年に伊のPisa

で開かれたイタリア核医学会のときに樹立された

のである，この医学会に参加したSternberg，　J．ら

により世界的な核医学機構が必要であるとのPisa

宣言が発表された．この宣言の実現を計る委員会

が次の7名の核医学者によりつくられた．

　Donato，　L．（ltaly），　Scheer，　K．（West　Germany），

　Ueda，　H．（Japan），　Bedoya，　J．（Peru），　Varela，

　J．1．（Argentina），　Zedgenidze，　G．　A．（USSR），

　Lawrence，　J．（USA），　Sternberg，　J．（Canada）．

その2年後の1969年に北米核医学会がNew
Orleansで開かれた時に，世界核医学会設立のため

の実行委員会が承認され，その委員長にSternberg，

J．，副委員長にScheer，　K．が選ばれた．

　1970年に世界22か国の核医学会代表がMexico

Cityに集まり，　Sternberg，　J．より世界核医学会設

立実行委員長の代理を委託されたMaass，　R．が議

長となり，世界学会の設立とCharterを論じた，

この時に，日本の新発田杏子会員（Hoechst）があ

らかじめ準備し起草していたCharter原案を中心

にして議事が進められた．種々論議の末に最も合

理的，国際的に作成されていた日本案に近いもの

が，世界学会のCharterとして採用された．

　このFoundation　Charterに従えば，まず世界

学会の会長を決定しなければならない．各地域の

学会ごとに合議の後に，全代表の出席した総会に

おいて，上田英雄が満場一致にて1974年の第1回

の世界学会の会長に選出された．その直後に世界

学会の組織委員の指名をせまられ，打合せのひま

もないまま，事務総長飯尾正宏，財務委員長加藤
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貞武，二氏を指名したのである．

　1971年6月に北米核医学会がProf．　Taplin会

長でLos　Angelesにおいて開催され，世界学会の

準備をかねて，世界核医学会科学会議が開かれた

時に，世界各国の代表のCharterへの賛成署名を

451

集め，世界核医学会が正式に成立することになっ

た．

　その後，3年間の準備期間をおいて，1974年9

．月30日より10月5日にわたり，第1回核医学会を

東京と京都において開催することができた．
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　　Photo　5　第1回世界核医学会の開会式．

右方に皇太子殿下・同妃殿下台臨，左方はUeda会長
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　　　　Photo　6　第1回世界核医学会出席の各国代表．

前列，右方より4人目Dr．　Wagner，5人目Dr．　Ueda，6人目Dr．　Iio，7人目Dr．　Kato，左端Dr．　Kellershohn
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Table　3　World　Federation　of　Nuclear　Medicine　and　Biology

　　　　　　Second　International　Congress

　OPENING　CEREMONY　Sunday，　September　l7，1978

Prese〃tation　of　Colors

Opening　Re〃iarks（ゾPrθぷide〃τ

Presentation　of　Recognition、A　wards

｛ノni〆ed　States　Color　Guard
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　　　　　　　　　Photo　7　第3回世界核医学会の開会式．
右端Kellershohn会長，右より3人目Dr．　Yalow，6人目Dr．　Ueda，左端Dr．　Wagner

　開会式には皇太子殿下，同妃殿下の台臨を仰ぎ，

皇太子殿下のお言葉，茅誠司アイソトープ協会会

長，寛弘毅，Dr．　Claure，　H．，　Dr．　Maass，　R．，　Dr．

Wagner，　H．　N．等の祝辞を受け，華々しく会議が

始められた（Photo　5）．ノーベル受賞者Yalowや

米のWagner，　H．　N．，仏のKellershohn，　C．らは学

会の組織化が立派であり，核医学の向上と普及に

貢献したとの言葉をよせてくれた（Photo　6）．

　世界核医学会の誕生には種々迂余曲折があり，

内外の学会の先覚者・同僚に迷惑をかけたことを

遺憾に思っている．しかし，幸いに世界核医学会

がその後も順調に発展し，世界の核医学のために

貢献していることを確かめ，心の中で喜んでいる．

　第2回の世界核医学会は1978年9月に北米の

Washington，　D．　C．でWagner，　H．　N．会長のもと

で開催された（Table　3）．第3回の世界核医学会は
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ParisにおいてKellershohn，　C．会長により行われ，

5，000名の会員を集めた（Photo　7）．

　次の第4回世界核医学会はアルゼンチンの

Buenos　Airesにおいて今年（1986年）11月に

Picorini，　V．を会長として開催される予定である．

　始めにFoundation　Charterがつくられる時に，

世界学会が4年ごとに開催されるとして，その順

序をどうするかは規定されていなかった．国際学

会は3大陸を順次に廻るのが普通であるが，アジ

ア（日本）→アメリカ大陸（北米）→欧州（フランス）

→南米と廻ってしまった現在，次の世界学会をど

の大陸で開催するかが問題である．もし第5回開

催をアジアに求める時に，アジアのどの国を候補

とすべきか今のうちに考えておくべきであろう．

むすび

　内外の核医学会の設立の事情について，著者の

関係した範囲で客観的に記述した．核医学は年々

進歩し，内容を変化しているが，核医学誕生後30

年を顧み，さらに近い将来の核医学会の在り方に

ついて考えてみた．
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